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る必要性が感じられるようになった（寺本  2016, p.12）。  
 この諮問や文部科学省が 2015 年に報告した『教育課程企画特別部会 論点
整理』に記載されているのが、「課題の発見・解決に向けた主体的・協働的な




















針  2018, p.5）、5 点の前提を幻想として挙げている。その中で本稿の関心にと
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②活動的な学び
ア ク テ ィ ブ ラ ー ニ ン グ
をおこなえば、子どもたちは主体的・能動的に学ぶ


































































































（同上 , p.165）と述べているので、比較してみたい。  
 OECD が提示した「キー・コンピテンシー」の内容は、以下の通りである 1）。  
 
コンピテンシーの核心：思慮深さ Reflectiveness 
3 つのキー・コンピテンシー  
・異質な集団で交流する  
 A 他者とうまく関わる  
 B 協働する  
 C 紛争を処理し、解決する  
・自律的に活動する  
 A 大きな展望の中で活動する  
 B 人生計画や個人的プロジェクトを設計し実行する  
 C 自らの権利、利害、限界やニーズを表明する  
・相互作用的に道具を用いる  
 A 言語、シンボル、テクストを相互作用的に用いる  
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 B 知識や情報を相互作用的に用いる  



























 そして「生活科の存在意義」が 4 つ挙げられており、説明部分を要約すると












































ける生活科への関心が低下していたことを指摘したが（小川  2011, p.55）、こ




























国語であれば国文学・国語学などを指している（木村  前掲 , pp.216-217.）  
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